
スカウチイングはいま、

地域社会ととも1こ

5月23日(金)̃25日(日)

(財)ボーイスカウト日本連盟全国大会を

神戸で開催
於:新神戸オリエンタル劇場、クラウンプラザ神戸、神戸グノスタルタワー

ボーイスカウトの全国大会が、新神戸オリエンタル劇場などで

5月に開催される。また、障害を持つスカウトが集い合同でキャ

ンプをおこなう日本アグーナリーも7・8月にしあわせの村で開

催される。 「社会のニーズに応え、開かれたスカウテインクをす

べての人は」を大会テーマに、青少年教育の中心的存在をめ

ざすボーイスカウトの活動を広く周知する。

ウルフカブ像

大正12年(1923年) 1 2月古田誠一郎氏によ

って須磨にウルフカブ隊が誕生した。兵庫連盟

30周年を記念して、彫刻家・故新谷琉紀氏か、

像を建立した。 1 98〇年(昭和55年7月2〇日)

未
来
を
拓
く
の
は
子
ど
も
た
ち
。
健

や
か
な
心
と
体
を
育
む
に
は
、
地
域
や

自
然
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
重

ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
今
月
、
神
戸
で
開
催

さ
れ
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
の

全
国
大
会
を
通
し
て
、
助
け
合
い
の
精

神
や
友
情
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
様

な
体
験
活
動
を
展
開
す
る
ス
カ
ウ
ト

運
動
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
7
月
に
は
「
W
①
C
a
三
あ
な

た
と
い
れ
ば
…
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
際
障

害
ス
カ
ウ
ト
キ
ャ
ン
プ
大
会
「
日
本
ア
グ

ー
ナ
リ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
障
害

の
あ
る
ス
カ
ウ
ト
が
、
内
外
の
多
く
の
ス

カ
ウ
ト
と
と
も
に
送
る
キ
ャ
ン
プ
生
活

は
、
互
い
の
個
性
を
認
め
、
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
む
「
共
生
の
心
」
を
育
む

貴
重
な
機
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
も
っ
て
歩
む
社

会
を
め
ざ
し
、
実
り
多
き
大
会
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日本ボーイスカウト兵庫連盟長

(兵庫県知事)

井戸敏三さん
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創始者
ベーテン・パウエル

(1 857年へ1 941年)

日本ボーイスカウト兵庫連盟顧問

(神戸市長)

矢田立郎さん

ボーイスカウト兵庫連盟結成式 神戸市諏訪山金星台1 95〇年4月29日

ボーイスカウト兵庫連盟結成50周年記念式典 神戸市諏訪山金星台 2〇〇〇年4月29日

「
平
成
2
0
年
度
財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
日
本
連
盟
全
国
大
会
」
の
ご
開

催
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

7
月
に
は
「
第
1
 
0
回
日
本
ア
グ
ー
ナ
リ

ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
2
つ
の
大
き

な
大
会
が
、
こ
こ
神
戸
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
、
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
地
球
規
模
で
考

え
て
行
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
、
他
者
や
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
や

社
会
性
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
の
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

未
来
を
担
う
、
自
立
心
や
創
造
力

に
あ
ふ
れ
た
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を

育
ん
で
い
く
た
め
、
今
後
と
も
、
皆
さ
ま

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
平
成
二
十
年
度
㈲
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

日
本
連
盟
全
国
大
会
」
開
催
に
寄
せ
て

聞
か
れ
た

ス
カ
ウ
チ
ィ
ン
グ
を

64

平成20年度(財)ボーイスカウト日本連盟全国大会日程

時刻 5月23日(金) 5月24日(土) 5月25日(日) 

07:00 朝食 

08 30 

テーマ別研究会 ローダノアンの集い クラウンプラザ神戸 

ス カ ウ ト シ ∃ プ の 開 言皆 

09 00 

09:30 
参加者受付開始 新神戸オリエンタル劇場 

10:00 

事業説明会 ・年次説明会(19/2〇年度) i「○○周年記念事業の報告 ・23WSJ日本招致寮内他 

10 N A 展 示 コ i † 秀 ウ 卜 シ ラ 

11:○○ 

棚 

12:00 

12:30 
新アクションプラン事例発表 <昼食> 

13:○○ 参加者受付開始 

13:15 

開会式 表彰・伝達式 ※破表彰者写真撮影(希望者) 
14:00 

県連盟 コミッショナー 会議 クラウン 

全国 理事長 懇談会 神戸 

14:30 休憩10NAの説明 

15:○○ パネルディスカッション テーマ 

16:00 
プラザ神戸 

グノスタル 「共生する社会へより多くの青少 プ 

タワー 

年と共に活動するには-」パネリ スト:肥田裕久氏(心療内科ひだ グ)ニック院長) 

の 開 設 

17:00 

移動 ホテルチェック イン休憩 17:30 

移動 ホテルチェック イン休憩 

休憩およびホテルチェックイン 

18:00 

18:30 
<ブロック別懇親会> ≪懇親会≫ 
クラウンプラザ神戸 宿泊 ・来賓ご挨拶 

20:30 
・来賓紹介、アトラクション クラウンプラザ神戸宿泊 

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連
盟
理
事
長

山
田
明
良
さ
ん

1
9
1
2
年
に
英
国
人
の
ウ
ォ
ー
カ

ー
牧
師
が
神
戸
で
英
米
の
子
供
2
7
名

の
隊
を
結
成
、
1
9
2
3
年
に
は
日
本

人
の
手
に
よ
る
日
本
初
の
ウ
ル
フ
・
カ
ブ

隊
(
小
学
3
̃
5
年
生
)
が
須
磨
で
誕

生
す
る
な
ど
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
非
常

に
縁
の
深
い
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
は
、
日
本
中
か
ら
ス
カ
ウ
ト

の
指
導
者
や
役
職
員
な
ど
約
4
0
0

名
が
集
い
「
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
聞

か
れ
た
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
を
す
べ
て
の
人

に
!
」
を
テ
ー
マ
に
会
議
や
懇
談
会
、
年

次
報
告
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
2
4
日

(
土
)
1
 
5
時
か
ら
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル

劇
場
で
開
催
さ
れ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
一
般
市
民
の
参
加
も
可
能
。

兵
庫
県
に
は
現
在
、
1
6
6
ケ
団
が

活
動
し
て
い
る
が
、
少
子
化
の
影
響
か
、

団
員
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
現
状
に
、
全
国
大
会
は
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
の
で
は
と
期
待
を
集
め

て
い
る
。
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「
第
1
 
0
回
日
本
ア
グ
ー
ナ
リ
ー
」

開
催
に
寄
せ
て

神
戸
か
ら

感
謝
を
込
め
て

65

7
月
に
は
、
し
あ
わ
せ
の
村
で

国
際
障
害
ス
カ
ウ
ト
キ
ャ
ン
プ
大
会

「
日
本
ア
ク
ー
ナ
リ
ー
」
が

開
催
さ
れ
る

日本ボーイスカウト兵庫連盟 
神戸市中央区下山手通4-16-3 

兵庫県民会館8F 

丁巨」.078-333-「781 

日
本
ア
グ
ー
ナ
リ
ー
は
、
(
財
)
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
の
四
大
大
会
の

ひ
と
つ
で
4
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
が
、

昨
年
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
誕
生
百

年
の
大
規
模
な
世
界
大
会
が
あ
っ
た
た

め
、
5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

身
体
の
障
害
や
発
達
障
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
の
あ
る
ス
カ
ウ
ト
が

「
W
e
 
C
a
n
!
あ
な
た
と
い
れ
ば
…
」

を
テ
ー
マ
に
集
い
、
海
外
を
含
め
た
多

く
の
ス
カ
ウ
ト
と
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
を

営
み
、
障
害
の
有
無
や
老
若
男
女
に
か

か
わ
ら
ず
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
う
。
県
内
の
養
護
学
校
の
生
徒

な
ど
に
も
参
加
を
よ
び
か
け
、

1
5
0
0
大
規
模
を
予
定
し
て
い
る
。

山
田
知
輝
氏
は
「
こ
の
機
会
を
通
じ
、

障
害
者
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
語
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
全
国
の

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連
盟
副
連
盟
長

山
日
和
輝
さ
ん

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連
盟
副
連
盟
長

武
貞
健
治
さ
ん

ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
炊
き
出
し
や
家
の
修

理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

が
、
「
復
興
し
た
い
ま
、
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
」
と
山
田
氏
。
武
貞
氏
は
「
豊
か

な
自
然
、
街
、
文
化
・
・
・
全
国
の
ス
カ
ウ

ト
に
兵
庫
の
良
さ
を
見
て
い
た
だ
け
た

ら
」
と
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
新
時
代
が
、
神

戸
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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神戸イベントニュースKobe Event News

兵庫県立兵庫高等学校創立1 00周年特別記念 5月1 4日(水)一26日(月)

小磯良平・東山魁夷展 大丸ミュージアムKOBE

「ハルタンゲル高原」

「963年

個人蔵

5月14日(水)へ26日(月)

「 0:○○へ1 9:30

(最終日はへ「 6:30まで)

大丸ミュージアムK〇日E

(大丸神戸店9階)

-般8〇〇円 大高生6〇〇円

中学生以下無料

鵜大丸神戸店

う巴078-33「-8「 2l

小磯良平
「踊り子」 「 938年

武揚会蔵

水
越
松
南
「
化
粧
」

1
9
3
1
年

京
都
国
立
近
代
美
術
館
蔵

中国の南宗画、文人画を源に、 1 8世紀

の日本で生まれた「南画」。本展では、大

雅、蕪村から、鉄斉、関雪、そして梅原龍

三郎らの南画の名品約200点を一堂に

紹介。また兵庫県ゆかりの画家、村上華

岳と水越松南の画業を顕彰する。

「 0:○○へ1 8:○○(金土曜はへ20:○○)

月曜休(5月5i6日開館、翌7日休館)

-肢「,2〇〇円 大高生9〇〇円 申小生5〇〇円

喜兵庫県立美術館

(阪神「岩屋」下車徒歩的8分)蜜078-262○○90 1

日
本
を
代
表
す
る
洋
画
家
・
小
磯
良
平

(
1
9
0
3
i
1
9
8
8
)
と
、
日
本
画
の
大

家
・
東
山
魁
夷
(
1
9
0
8
・
1
9
9
9
)
。

神
戸
第
二
中
学
校
(
現
在
の
兵
庫
高
校
)
の

同
窓
生
で
あ
る
、
一
一
人
の
大
家
の
作
品
が
ひ

と
つ
の
会
場
で
出
会
う
希
有
な
機
会
。

「
質
素
剛
健
・
自
重
自
治
」
の
校
訓
の
も

と
、
自
由
な
校
風
で
知
ら
れ
る
二
中
に
1
 
0
回

生
と
し
て
入
学
し
た
小
磯
は
、
入
部
し
た
美

術
部
で
の
恩
師
の
指
導
や
、
終
生
の
友
人
で

あ
り
、
の
ち
に
詩
人
と
な
る
竹
中
郁
ら
友
人

に
も
恵
ま
れ
、
画
家
の
道
を
志
す
。
1
 
4
回
生

の
東
山
は
、
画
家
に
な
る
夢
を
温
め
て
い
た

も
の
の
両
親
の
反
対
に
あ
う
が
、
よ
き
理
解

者
で
あ
っ
た
二
中
の
教
師
が
両
親
を
説
得
し

て
、
つ
い
に
美
術
学
校
進
学
が
許
さ
れ
た
。
本

展
で
は
二
人
の
初
期
の
作
品
か
ら
代
表
作
を

含
む
計
約
0
0
点
を
展
示
。

「
柵
と
フ
ク
ロ
ウ

<
女
の
い
る
風
景
>
」

「
6
9
×
「
9
4
C
m

洋画家・石阪春生の新作を中心にした

作品展。

-昨年、神戸市立小磯記念美術館で

行われ、大成功をおさめた「石板春生展」

以来4年振りの個展では、大作を含め、水

彩・デッサン・油彩など約50点を集める。

「 0:○○へ1 9:○○入場無料

獲ボートピアギャラリー

(ポートライナー「市民広場駅」下車

ボートピアホテル「階)密078-303-7373

「
一
の
谷
風
景
」

「
9
6
〇
年

川端謹二は、東京美術学校で藤島武二教

室に学び、戦後は兵庫県立長田高校で教鞭

をとり、絵画制作に励む。藤島から水の表現に

ついて厳しい指導を受けた川端が終生のテー

マとした「大気と空間」のうち、神戸風景を中心

に日本各地に取材した作品の数々を紹介。

後期展示 5月29日(木)へ7月27日(日)

「 0:○○-「 8:○○(入館は「 7:30まで)水曜休

一般2〇〇円 小中高生・シニア「 ○○田

園神戸ゆかりの美術館

(六甲ライナー「アイランドセンター」下車すぐ

神戸ファッション美術館「階)駐078-858-「 520

66

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



手塚治虫生誕80周年記念 開催中̃6月29日(目)

「永遠の物語展̃絶筆・未完の作品̃」 宝塚市立手塚治虫記念館

競輪
永遠の物語屈鶉‡

9:30-「 7:○○

(入館は「 6:30まで)

水曜休館

一般5〇〇円

中高生30〇円

小学生「 〇〇円

喜宝塚市立手塚治虫記念館 ⑤手塚プロダクション

(阪急「宝塚南口」駅より徒歩約5分

」Ri阪急「宝塚」駅 徒歩約8分)

1臼0797-8 「 -2970

東京・品川

の遊歩道に咲

ぐツツジで羽を

休めるジヤコウ

アゲハ(写
真)、神戸・南

京町に姿を現

したキチョウ、

三宮駅前の花壇で蜜を吸うウラナミシジミ

など東京と神戸で出会った「都市蝶」を撮

影した20数点を紹介。

「十〇〇へ1 9:○○(最終日へ「 7:○○)

入場無料

喜南京町ギャラリー蝶屋

(JR・阪神「元町」駅より徒歩約8分/中華街・南京町)

密078-33 「 -3387
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『グリンゴ』 (未完)

ビッグコミック

⑨手塚プロダクション

主としてアフリカに

もたらされた1 9世紀後

半のヴェネツィア・オラ

ンダの交易玉を中心

に「トレード・ビーズ」の

世界を紹介。交易の
手段としてもたらされ、

こよなく愛され伝世さ

れてきた、はるか昔の

美しい文様をもつビーズは世界中の愛好

家を魅了している。

「 0:○○へ「 9:○○(入館は「 8:45まで)

無休(臨時休館あり)

一般400田 中中学生2○○田

園KOBEとんぼ玉ミュージアム

(各線「三宮」駅「元町」駅徒歩約8分

旧居留地京町筋i日本ビルヂング2階)

蜜078-393-85○○

今
年
‖
月
3
日
、
手
塚
治
虫
が
生
誕
8
0

周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、
5
回
に

わ
た
り
企
画
展
を
開
催
。
第
1
回
目
の
今

回
は
「
絶
筆
作
品
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
。

手
塚
が
病
床
で
、
最
後
ま
で
描
き
続
け
、

未
完
の
絶
筆
と
な
っ
た
『
グ
リ
ン
ゴ
』
『
ネ

オ
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
『
ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ
・
B
』
の
3

作
品
の
直
筆
原
稿
を
展
示
。
誰
に
も
終
わ

ら
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
「
永
遠
の
物
語
」

と
な
っ
た
物
語
の
行
き
先
に
思
い
を
巡
ら
せ

る
。
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
未
完
と
な

っ
た
マ
ン
ガ
や
ア
一
一
メ
を
紹
介
す
る
。

デザイナーのポー

ル・ポワレ(パリ)、マリ

アノ・フォルチュ二イ

(ヴェネチア)の仕事

に焦点を当て、それま

で着用されていたコル

セットを放棄した20世

紀の衣裳の革新性を
探る。ほか、西洋のコ

ルセットや三宅一生ら マリアノ・フォルチュニイ

現代のデザイナーた罵紫計ドレス
ちの衣裳も。 共立女子大学蔵

1 0:00へ「 8:○○(入館は「 7:30まで)

水曜休館

一般5〇〇円 小中高65歳以上25〇円

※ 5月29日より後期展示(大半の作品入れ替え)

漢神戸ファッション美術館

(六甲ライナー「アイランドセンター駅」下車すぐ)

密078-858○○050
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神戸イベントニュース重もbe嵐政調\確ws

新開地ミュージックストリート2008 5月10日(土) 1 1日(日)

第8回新開地音楽祭 湊川公園・新開地商店街一帯

街かどでも

ステージ!

5月〇〇日(土)「「日(日)

湊川公園i新開地商店街一帯

(相鉄「湊川」駅、

地下鉄「戻川公園」駅、神戸高速「新開地」駅)

両日とも「 2:○○へ 雨天決行(予定)

入場無料

獲新開地きちづくりNPO

く塵O78-576-「 2「 8

に。瀬戸内クルーズや沖縄クルーズなどの

国内クルーズ記から、 「エーゲ海・黒海沿岸

クルーズ」やノルウェー旅行記など海外の

国々のクルーズ紀行など盛りだくさんの内

容。上川さん自身が撮影した、美しい海、港

などの写真も豊富で旅行にでかけた気分
にもなれる。オールカラー206ぺ-ジ。

※神戸市内の一部書店でも取り扱う予定

ですが、遠方の方は(有)神戸っ子出版に

お電話でご注文ください。 1冊1 ,500円(税

込・送料込)でお送りします。

喜出版元/有限会社神戸っ子出版

雪はO78-265-0 「 55

さまざまなジャンルの音楽が集合

玉田さかえ

̃愛を揮う-

新
開
地
商
店
街
周
辺
一
帯
の
1
1
会
場

で
、
参
加
バ
ン
ド
・
団
体
約
1
5
0
組
が
参

加
す
る
神
戸
最
大
の
音
楽
の
祭
典
。

1
 
0
目
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
「
ハ
ー
ト
フ
ル

ロ
ッ
ク
1
9
8
0
」
と
超
し
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ

や
キ
ャ
ロ
ル
な
ど
R
3
5
感
涙
の
5
0
年
前
後

の
洋
楽
"
邦
楽
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
。
名
物
司

会
者
に
よ
る
「
新
開
地
の
ど
自
慢
」
も
。
月

日
は
、
神
戸
出
身
の
名
サ
ッ
ク
ス
プ
レ
ー
ヤ

ー
・
土
岐
英
史
と
神
戸
ジ
ャ
ズ
ク
イ
ー
ン
が

登
場
。

そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音

楽
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
る
。
こ
と
も
広
場
、

ア
ー
ト
縁
日
、
世
界
の
グ
ル
メ
屋
台
村
な
ど

特
別
企
画
も
。

5月17日(土)

音楽ホール&ギャラリー 里夢

情感あふれる歌

唱は人々を魅了
し、実力派シャンソ

ン歌手として根強

いファンをもつ玉

田さかえが、神戸で

ライブを行う。息の

あったピアニスト・

小室弥須彦、キー

ボード・縁日陽啓を迎える。席が限られてい

るのでご予約はお早めに。

昼の部14:000Pen 14:30start

夜の部19:000Pen 19:30st日「t

4〇〇〇〇円( 「 d「了nk付)

菓里夢(SATOM)

神戸両親区営和町十4-2-日「

(阪急「六甲」部下華北へ徒歩約5分)

1露078-82 l -2 「 40

1 995年の震災後より神戸大学学生有

志が毎年開催してきたお祭り。ステージイ

ベントや、パレード、スタンプラリー、地域で

活動している様々な団体(障害者小規模

作業所や学童保育所など約20団体)が出
店する模擬店、フリーマーケットなど地域

の人々とともに楽しむ。

10:○○へ「 6:○○

那賀川公園(灘区神ノ木通)

(阪急「六甲」またはJR「六甲道」下車徒歩約「 〇分)

菓灘チャレンジ2○○8実行委員会

密078-88 「 -4755
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ジャズライブ&レストラン SONE

5/ 4(目)ロイヤル・フラッシュ・ジャズバンド

5/ 6(火)宇島すみ子(vo)祖田修(p)鷲見和広(b)石月i潤二(dr)

5/1 8(日)鍋島直灘クインテット十2vo

古谷充(as,VO)ハーピー・トンプソン(vo)辛島すみ子(vo)祖田修(p)

鷲見和広(b)佐藤英宣(d「)

菓JAZZ LIVE & BES「AURANT SONE北野坂

078-22 l -2055 http://kc)be-SOne.COm

★ステージ「8:50へ23:○○ 計4回

★ミュージックチャージ9〇〇円

クラシックライブハウス ピアジュリアン

5/ 8(木)奥村英樹(ヴィオラ)松本光史(p)

5/1 1(日)ちひろカルテット

5/1 4(水)井岡潤子(ソプラノ)石田瑞枝(p)

5/21 (水)南部靖佳(フルート)多Iii響子(p)

5/28 (水)第76回藤渓優子企画シリーズ

5/29 (木)弼月大治(津軽三味線)浅井咲乃(ヴァイオリン)尾崎江利子(p)

※月曜定休

鵜クラシックライブハウスPIA Julien

三宮駅北側近藤ビル9階( 「階マクドナルド)

078-39十8081月曜定休 http://Pia-川ien.com

★ステージ「 9:30/2l :○○(計2回)

Ho○○y’s

詫載された以外にも、毎晩ライブあり。ホーム

ぺ-ジでスケジュールをチェックしてください。

5/ 2(全)ゴスペル 藤村麻紀&丁he EarthBom

5/ 3(土) vo林幸 P浦島宏美 B真木毅 D松井道朗

5/10(土) vo YOSHiMI G小西順也 B宇田憲明 D程合大介

園Ho=yls

各線三宮駅より北へ徒歩7分
078-25 1 -5 1 47 http://WWW.kobe-ho=ys,COm/

★音と光の街神戸北野のLive & Bestau「ant 「H。=yls」

ジャズライブ&広東泰庭料理しeft AIone

5/1 0(土)たなかりかくvo>石IIi武司<p>喜多健博<b>中村岳<per>

5/1 7 (土)原田紀子(VO)水田欽博(b)松田忠信(P)塩入基弘(ds)

5/24 (土)吉本章紘<ts>生田幸子<p>時安吾宏<b>佐藤英重くds>

喜Live Jazz & Fine ChineseCuisine Left Aione

JR芦屋駅北側徒歩「 5分

0797-22-O 1 7 1 http://www.left-alone.jp

★多くの出会いを重ねて30周年

69

デュオぎやらり鵜の催し

●5月1日(木)へ5月6日(火)

第1 0回写団すぼる写真展

課題の部、自由の部とテーマをわけた写真展です

(主催:写団すぼる)

●5月8日(木)-5月13日(火)

聖雲会・第27回水墨画展

風景画、人物画等を描いた水墨画展です

(主催:聖雲会)

●5月1 5日(木)へ5月20日(火)

グループ遊 パッチワークキルト展

タペストリーや鞄等、パッチワーク作品展です

(主催:グループ遊)

●5月22日(木)-5月27日(火)

エレガンスクレイフラワー花工房蘭作品展

粘土を使用した花の造形作品展です

(主催:エレガンスクレイフラウ一花工房蘭)

●5月29日(木)へ6月3日(火)

第27囲碁遊会水墨南画展

水墨画、墨彩画の展示会を行います

(主催:星遊会)

※デュオぎゃらり-Ⅱと同時開催

デュオぎやらり漢Ⅱの催し

●5月1日(木)-5月6日(火)

第9回蓮華仏画展

伝統的な仏画をはじめ「仏様」を題材に、さまざま

な絵画を集めた作品展です

(主催:ライフカルチュア)

●5月22日(木)一5月27日(火)

メルヘン作家と仲間たち

独自の技法で夢溢れるメルヘンダッチの絵を描い

た作品展です

(主催:メルヘン作家と仲間たち)

デュオぎゃらり〇、デュオぎゃらり-Ⅱは

JR神戸駅南側デュオこうべ内
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70

久

保
Shinichiro Kubo

信
二

▲

朗
観
世
流
能
楽
師

準
職
分

花を知る

能楽師としてら、市民センターなどでの講義活

動や、高校の能楽主任講師をつとめたり、能舞台

を離れて能のライブや、ワークショップで能のおもし

ろさを伝えるなどさまざまな活動をおこなっている。

祖父からの観世流能楽師の家に生まれ、 18歳

から東京に内弟子修行に出たものの、一度は家

を飛び出した。 7へ8年は職を転々としながら模索

し続けたが、何かがちがうと思い続けていた。そん

な折、父・久保逸流に、家元から「信一朗君はどう

している」とお言葉があったと聞かされ、戻ることを

決意。家元のお計らいで神戸在住の藤井徳三、

完治の両師に弟子入りする。やはり自分の生きる

場所はここだったという思いを新たにした。しかし、

戻ったものの、長く離れていたので活動拠点がな

い。食べていくため、自分の働く場所を見つけるた

めに、かしチャーセンターや学校での能楽講座を

開くことにした。 「自分が生きるあかしである能楽

を、人に広めたい」という信念で活動してきた。

5年前、藤井徳三師から独立、 「花智之会」を

発会し、今年4月に第一回公演を開催。半能とし

て後半だけを抜粋して演じられることの多い「石

橋」という作品を、すべて演じてこそ作品の真価が

発揮されるとして全能(全幕)を演じた。公演直前

の2月に、父が急逝。 「何もないところから再出発

し、こんなにも成長させていただいたと、藤井先生

両師にはもちろん、父にも見せたかった」と涙ぐむ。

「花智之会」の名は『風姿花伝』で世阿弥が綴っ

た「花を知る」からいただいた。

漢花智之会事務局密078-643-4878

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



有

馬
Midori Arima

み

ど

り
ピ
ア
ニ
ス
ト

美しい演奏の、
さらにその先にあるもの

中学卒業後、モスクワ音楽院付属中央音楽学

校ピアノ科に、日本人として初めて入学。ソ連崩壊

後のロシア。 「音楽は人々のオアシスでみんな映

画を見に行く感覚でオペラを見に行くんです。生活

の中に、音楽があった」 。そんな中でピアノだけに向

き合い、何もかも飲み込み、消化しきれず、時には拒

否したものも、後になり懐かしく思い出されるという。

その後オーストラリアに渡り、数々の音楽コンクー

ルで受賞、世界を舞台に活躍してきたが、 2004年

に、母が倒れたため帰国。母の看病のため病院に

寝泊まりする毎日はそれまでのピアノ漬けの毎日を

脱し、初めて人に助けられていることを実感した日々

だった。 「毎日少ししか弾けなくても、一日中ピアノの

前にいた頃よりも密度の濃い練習ができ、気づかな

かったことに気づけた気がします」 。

5月31日にリサイタルを行う。ここ数年、演奏中、自

分が弾いているのではなく曲が立ち上がってくるこ

とがあると話す。 「私は聴衆の一人になって、びっく

りするような宝の山を見つけられることがあるんで

す」 。今回の曲目はモーツアルトやシューベルトのソ

ナタ。 「どなたが聴いてもきれいな曲です。特にシュ

ーベルトはどこをスライスしても美しすぎて、私はこれ

まで魂の部分に近づけなかった。今なら近づける気

がします」 。

獲第10回松方ホール音楽賞大賞記念リサイタル

5月31日(土) 15:00開演神戸新聞松方ホールにて
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青
「
i
言
問
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管
轄
臨
時
増
を

休
日
の
急
病
は
…

神
戸
市
医
師
会
急
病
診
療
所
(
神
戸
市
医
師
会
館
1
 
F
)

蜜
0
7
8
i
3
4
1
i
2
3
1
3

小
児
科
休
日
急
病
診
療
所
(
西
区
学
園
西
町
4
i
2
)

蜜
0
7
8
i
7
9
5
,
4
9
「
5

囲
国誓8

田中良樹先生
神戸市医師会理事
田中医院院長

(医)怒徳会田中医院理事長

ー
「
在
宅
医
療
」
と
は
、
昔
か
ら
あ
る

「
往
診
」
と
は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う

か田
中

「
往
診
」
と
は
、
急
病
の
と
き

に
患
者
さ
ん
の
自
宅
へ
訪
問
し
て
診

療
す
る
こ
と
で
、
昔
と
比
べ
て
現
在
で

は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
表
①
参

照
「
在
宅
医
療
」
と
は
、
病
気
が
安
定

し
て
い
る
け
れ
ど
通
院
が
難
し
い
方
の

家
へ
、
医
師
が
定
期
的
に
、
計
画
的
に

訪
問
し
ま
す
。
そ
の
内
容
や
、
対
象
疾

患
や
目
的
は
ま
っ
た
く
ち
が
い
ま
す
。

表
②
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
脳
卒
中
の
後

遺
症
の
あ
る
方
、
骨
折
な
ど
で
寝
た
ぎ

り
の
方
、
呼
吸
機
能
が
落
ち
て
在
宅

酸
素
を
し
て
も
出
歩
く
の
が
困
難
な

方
、
認
知
症
、
老
衰
の
方
な
ど
の
、
通

院
が
困
難
な
患
者
さ
ん
が
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
を
受
け
る
方
が
増
え
た

背
景
に
は
、
政
府
に
よ
る
医
療
費
削

減
の
政
策
が
あ
り
ま
す
。
入
院
ベ
ッ
ド

数
を
大
幅
に
減
ら
し
、
医
療
は
必
要

だ
け
れ
ど
そ
ん
な
に
重
病
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
患
者
さ
ん
は
で
き
る
だ
け

老
人
保
健
施
設
や
自
宅
に
戻
す
と
い

う
、
財
政
的
な
観
点
か
ら
の
政
策
で

す
。
表
③
参
照

神
戸
市
医
師
会
で
は
、
在
宅
医
療

の
需
要
が
高
く
な
る
こ
と
を
予
測
し

て
、
平
成
1
 
7
年
よ
り
、
在
宅
医
療
を
提

供
で
き
る
医
療
機
関
を
、
病
院
で
検

索
で
き
る
「
逆
紹
介
シ
ス
テ
ム
」
を
作

り
、
こ
の
3
年
間
で
約
5
6
0
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

在
宅
医
療
を
実
施
す
る
診
療
所
の
ほ

ぼ
1
0
0
%
を
登
録
し
、
市
内
の
主

だ
っ
た
2
3
病
院
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
を
カ
バ
ー
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

-
一
人
の
お
医
者
さ
ん
が
患
者
さ
ん
を

ま
わ
る
の
で
す
か
。

田
中

い
い
え
、
在
宅
医
療
の
ポ
イ
ン

ト
は
チ
ー
ム
医
嬢
で
す
。
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
さ
ん
、
薬
剤
師

∴

〇

一
-

動
㌔
阿
仁
-

さ
ん
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
う
作
業
療
法

士
、
理
学
癒
法
士
や
介
護
保
険
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
と
い
っ
た
、
医

療
職
で
は
な
い
方
と
も
連
携
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
多
職
種
の
方
は
、
一
堂
に

集
ま
っ
て
意
見
交
換
を
し
、
患
者
さ
ん

の
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
、
共
有

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
お

宅
に
は
連
絡
ノ
ー
ト

(
ふ
れ
あ
い
ノ
ー

ト
、
介
護
ノ
ー
ト
等
)
が
置
い
て
あ
り
、

患
者
さ
ん
の
日
々
の
情
報
を
、
家
族
の

方
や
、
多
職
種
の
皆
さ
ん
が
書
き
込
む

形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

医
療
を
提
供
す
る
側
も
、
内
科
だ

け
で
な
く
、
特
に
床
ず
れ
な
ど
で
は
皮

膚
科
、
排
尿
に
関
し
て
は
泌
尿
器
科

や
、
認
知
症
の
ケ
ア
に
は
精
神
科
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
、
耳
鼻

科
、
眼
科
、
外
科
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
診

療
科
で
も
在
宅
医
療
を
支
援
で
き
る

体
制
に
あ
り
ま
す
。
診
療
所
と
診
療

所
の
連
携
、
い
わ
ゆ
る
「
診
一
診
医
療
」

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
か
り
つ
け

医
は
そ
の
中
心
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
し
て
い
ま
す
。
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ー
最
近
で
は
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ

拒
否
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
聞
か
れ

ま
す
が
、
在
宅
医
療
の
患
者
さ
ん
で

は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中

病
院
に
は
、
入
院
し
て
い
た
と

き
の
カ
ル
テ
も
あ
り
、
主
治
医
も
い
て
、

患
者
さ
ん
の
病
態
も
充
分
に
判
っ
て

お
り
、
日
ご
ろ
の
連
携
が
あ
れ
ば
心
配

な
い
と
思
い
ま
す
。
病
態
が
悪
化
し
つ

つ
あ
る
と
き
に
、
早
め
に
連
絡
す
る
な

ど
の
、
密
な
連
携
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
救
急
と
同
様
、
病
院
の
ベ

ッ
ド
の
状
況
に
よ
り
、
す
ぐ
に
入
院
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

-
現
在
の
、
在
宅
医
療
を
と
り
ま
く

環
境
で
は
ど
ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す

か
。

田
中

医
師
会
の
長
期
臥
床
者
実

態
調
査
で
も
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

寝
た
き
り
患
者
さ
ん
を
介
護
し
て
い

る
方
の
約
3
0
%
は
7
0
歳
以
上
の
老
人

で
あ
る
老
老
介
護
の
実
態
で
す
。
親

子
で
も
老
老
介
護
と
な
る
ケ
ー
ス
も

ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
だ
け
で

な
く
、
地
域
で
支
え
て
い
か
な
く
て
は

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
助
け

合
い
の
精
神
が
必
要
で
す
。

在
宅
医
嬢
の
良
い
点
は
、
患
者
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
宅
で
生

活
の
質
を
落
と
さ
ず
に
、
家
族
や
地

域
の
人
と
共
に
療
養
で
き
る
こ
と
で

す
。
在
宅
医
療
に
関
し
て
疑
問
が
れ

ば
、
近
所
の
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ

ん
に
ご
相
談
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
。

表① 1986-2003年における1か月当たり往診数と訪問診療数

(回/月) 1,400,000

1 ,200,000

1.000.000

8○○,000

600.○○0

400,000

200,0○○

往
診
十
訪
問
診
療
数

年2002年0○○2年899

表(① 寝たぎりの原因となった主な病名

986年 1988年 1990年 1992年 1994年 1996年

(出典:厚生労働省 社会医療診療行為別調査 分析 藤井博之 和田忠志 2005)

表③ 療養病床再編のシナリオ(厚生労働省莱)

2○○5年度 診療報酬の引き下げにより 2012年度- 

削減(見込み) 

療 医療保険 25万床 

殺 人 

11万床 

医療保険 i15万床 

介護保険移t ‡縮棟

4万床 

養 蕉 

23 万 人 

老人保健施 15′-17万 

介護保険 13万床 

14万床 
居宅系・召 

経過型介護療養型医療施設 9万床

劉重さこ事掃 \介護保険法の旺により廃止 

グランドデザイン2007 日本医師会
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轍粧ドクター
その⑬お口の健康と母乳保育

笹で牲空蝉

お話/足立優歯科診療所 足立 優 院長㊨㊨㊥㊨
母
乳
の
良
い
点
は
数
え
切
れ
な
い

で
ん
太

前
回
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
に

歯
が
生
え
る
前
ま
で
の
時
期
に
は
な

に
が
大
切
な
の
か
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
お
母
さ

ん
の
お
っ
ぱ
い
か
ら
母
乳
を
飲
む
こ

と
の
大
切
さ
を
、
勉
強
し
ま
す
。
お
母

さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
必
要
な
栄
養
が
入
っ
て
い

て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
い
う

こ
と
は
、
ぼ
く
も
知
っ
て
い
る
よ
。

D
∴

そ
う
だ
ね
。
赤
ち
ゃ
ん
が
大

き
く
な
る
の
に
必
要
な
栄
養
が
す
べ

て
入
っ
て
い
る
こ
と
、
消
化
吸
収
し

や
す
い
こ
と
、
免
疫
を
与
え
て
病
気

に
負
け
な
い
身
体
を
つ
く
る
こ
と
、

脳
の
発
達
を
助
け
る
こ
と
、
そ
し
て

お
母
さ
ん
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
産

後
の
回
復
を
早
め
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
母

性
が
育
ま
れ
て
楽
し
い
育
児
が
で
き

る
こ
と
な
ど
、
母
乳
の
良
い
点
は
た

く
さ
ん
あ
る
ん
だ
。
今
言
っ
た
よ
う

な
、
栄
養
が
あ
る
こ
と
や
免
疫
力
を

高
め
る
こ
と
、
母
子
の
精
神
的
な
つ

な
が
り
と
い
っ
た
こ
と
は
、
お
医
者

さ
ん
の
立
場
か
ら
見
て
の
こ
と
だ
け

れ
ど
、
ぼ
く
た
ち
歯
科
医
か
ら
見
て

も
、
母
乳
の
良
い
点
は
た
く
さ
ん
あ

る
ん
だ
よ
。

で
ん
太

へ
え
、
お
母
さ
ん
の
お
っ

ぱ
い
は
、
歯
の
た
め
に
も
良
い
ん
だ
。

重
要
な
の
は
、
母
乳
を
飲
む
動
作

D
「

ぼ
く
た
ち
人
間
は
「
哺
乳
類
」

に
属
す
る
動
物
で
、
ぼ
く
た
ち
は
お

母
さ
ん
の
お
乳
を
飲
ん
で
育
つ
、
こ

れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
よ
ね
。

で
ん
太

ぼ
く
も
お
っ
ぱ
い
で
育
っ

た
よ
。
そ
れ
が
自
然
な
こ
と
だ
し
。

D
「

そ
う
だ
よ
ね
。
人
間
以
外
の

ど
ん
な
哺
乳
類
も
、
自
然
に
育
て
ば
、

ほ
乳
ぴ
ん
の
よ
う
な
人
工
乳
首
か

ら
、
人
工
の
お
乳
を
飲
む
こ
と
は
な

い
。
だ
か
ら
、
哺
乳
類
が
成
長
発
達
す

る
に
は

「
お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
か

ら
母
乳
を
飲
む
」

と
い
う
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
成
長
の
た
め
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
完
成
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
お

口
の
中
の
成
長
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
て
い
る
。

で
ん
太

ど
う
し
て
お
口
の
成
長
に

役
立
つ
の
̃

D
「

赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
っ
ぱ
い
を

飲
む
と
き
、
お
乳
を
吸
う
の
で
は
な

く
「
岐
む
」
よ
う
に
し
て
飲
ん
で
い
る

ん
だ
。
詳
し
く
言
う
と
、
ま
ず
く
ち
び

る
と
、
歯
が
生
え
る
前
の
土
手
の
部

74

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



分
(
歯
槽
突
起
)
で
、
乳
房
に
吸
い
付

く
よ
う
に
パ
ッ
キ
ン
グ
し
、
次
に
グ

ッ
と
岐
み
つ
ぶ
す
よ
う
に
し
て
、
自

分
の
口
の
内
容
量
を
ゼ
ロ
に
し
、
そ

し
て
口
を
開
く
。
す
る
と
口
の
中
に

は
陰
圧
が
生
じ
て
乳
首
か
ら
お
乳
が

引
き
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
動
作
。
こ

の
よ
う
な
正
常
な
飲
み
方
を
お
こ
な

う
た
め
に
は
、
乳
房
を
パ
ッ
キ
ン
グ

す
る
く
ち
び
る
の
筋
力
と
、
乳
房
を

岐
み
つ
ぶ
す
「
阻
隔
筋
」
の
力
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
よ
ね
。

で
ん
太

ほ
乳
ぴ
ん
の
よ
う
に
、
吸

っ
た
ら
簡
単
に
お
乳
が
出
て
く
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
も
一

生
懸
命
お
っ
ぱ
い
を
岐
み
つ
ぶ
さ
な

い
と
い
け
な
い
よ
ね
。
な
る
ほ
ど
、
す

る
と
筋
力
が
強
化
さ
れ
る
ね
!

D
「

そ
れ
に
、
お
っ
ぱ
い
は
、
毎
回

決
ま
っ
た
量
が
出
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
力
一
杯
お
っ
ぱ
い
を
飲
む
赤
ち

ゃ
ん
は
す
ぐ
に
疲
れ
て
眠
っ
て
し
ま

う
か
ら
、
必
要
な
量
を
飲
む
た
め
に

は
一
日
に
何
度
も
飲
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
。
余
計
に
筋
力
が
発
達
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
ん
だ
ね
。

咳
む
カ
を
育
て
る
授
乳

D
「

赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に
発
達
し

た
「
岨
噛
筋
」
「
口
唇
の
筋
肉
」
は
、
お

っ
ぱ
い
を
飲
ま
な
く
な
っ
た
後
、
離

乳
期
に
必
要
に
な
る
「
岐
む
力
」
に
な

る
。
ほ
乳
ぴ
ん
で
育
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

は
、
噴
む
よ
う
な
動
作
で
は
な
く
、
の

ど
を
鳴
ら
す
よ
う
な
飲
み
方
な
の

で
、
岐
む
た
め
に
必
要
な
岨
噛
筋
な

ど
の
筋
肉
は
、
ま
っ
た
く
鍛
え
ら
れ

な
い
ま
ま
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

結
果
と
し
て
、
ほ
乳
ぴ
ん
だ
け
で
育

っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
較
む
力
が
弱
く
、

や
わ
ら
か
い
も
の
し
か
食
べ
ら
れ

ず
、
そ
の
よ
う
な
食
べ
物
を
好
む
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。

で
ん
太

「
攻
め
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
食
べ
る
と
い
う
行
為
に
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
わ
っ

て
く
る
よ
ね
。
「
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

が
ん
ば
る
」
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
暖

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
ね
。

D
手

書
噴
み
合
わ
せ
が
原
因
で
、
顎

関
節
症
に
な
っ
た
り
、
身
体
的
な
病

気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
か

ら
、
し
っ
か
り
攻
め
る
と
い
う
こ
と

は
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う

よ
。
母
乳
の
価
値
は
、
ま
た
見
直
さ
れ

て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
大
変
良

い
こ
と
だ
と
思
う
な
。

■
足
立

僅
(
あ
だ
ち

ま
さ
る
)

1
9
6
0
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

1
9
8
8
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東
灘

区
に
足
立
優
歯
科
診
療
所
開
設
。
行
動
医

学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己
決
定
に
基

づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯
科
医
療
を
展

開
す
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念
に
も
と
づ
く
医

療
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の
た
め
に
「
N
P
O
法

人
・
明
日
の
歯
科
医
療
を
創
る
会

P
O
S
」
を
設
立
し
、
社
会
に
対
し
て
歯
科

医
療
情
報
の
公
開
と
、
よ
り
よ
い
歯
科
医

療
を
求
め
る
患
者
の
支
援
を
行
な
っ
て
い

る
。

●
明
日
の
歯
科
医
療
を
創
る
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

三
十
p
‥
\
\
≦
二
三
十
a
S
u
⊃
O
S
≡
k
a
.
〇
〇
∃

密
O
7
8
-
4
3
5
・
4
6
1
8

定立 僅歯科診短所

神戸市東灘区岡本1 ・3・33

TEL O78.411・0024 FAX O78.411・0056

mai l ,adach i@kba,att.ne,jp

http://ado,P「business,net

※これからは患者の権利を守る予防歯科匪寮が
主流となります。情報をお知りになりたい方は、
D「,足立までお問い合わせ下さい。

÷

圏圏彊
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臆
加
藤
隆
久
宮
司
と
市
杵
島
神
社
へ
お
詰
り

生
田
神
社
「
市
杵
島
祭
」
に

風
さ
や
か
弁
財
天

そ
し
て
弁
天
小
僧
に

★
6
月
1
 
8
日
(
水
)
の
夜
、
午
後
6
時

か
ら
ク
縁
ク
を
テ
ー
マ
に
、
「
生
田
神
社
・

市
杵
島
祭

弁
財
天
芸
能
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
る
。
加
藤
隆
久
宮

司
は
、
「
生
田
さ
ん
の
ご
祭
神
は
、
稚

日
女
尊
(
わ
か
ひ
る
め
の
み
こ
と
)
と
い

う
女
神
で
す
が
、
境
内
に
あ
る
池
に
、

市
杵
島
姫
命
と
い
う
生
田
の
弁
天
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

今
ま
で
は
、
池
の
中
に
島
が
あ
っ
て
、

太
鼓
橋
を
渡
っ
て
弁
天
様
を
お
祀
り

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
子
供
た
ち
が
池

に
入
り
、
落
ち
た
ら
困
り
ま
す
の
で
詞

の
入
口
の
扉
を
閉
め
て
あ
っ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
、
陣
内
智
則
さ

ん
、
藤
原
紀
香
さ
ん
が
生
田
さ
ん
で

結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
当

日
の
朝
、
紀
香
さ
ん
が
ク
芸
能
の
神

様
、
弁
天
様
を
お
詰
り
し
た
い
ク
と
。

そ
れ
か
ら
扉
を
開
け
て
、
お
詰
り
を
お

二
人
が
し
た
訳
で
、
一
躍
ク
縁
結
び
ク
の

神
様
に
な
っ
た
。
(
笑
)

弁
天
様
は
、
琵
琶
を
持
っ
た
神
様

や
か
ら
と
お
詰
り
を
し
た
ら
、
今
や

ク
紀
香
弁
天
〃

(
笑
)

に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
大
改
造
を
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
お
詰

り
を
出
来
る
よ
う
に
し
て
、
ハ
ー
ト
型

の
絵
馬
を
つ
く
っ
て
、
二
人
に
あ
や
か

り
た
い
カ
ッ
プ
ル
が
連
日
や
っ
て
く
る
。

そ
れ
で
本
年
の
6
月
1
 
8
日
と
い
う
弁

天
様
ゆ
か
り
の
日
に
、
風
さ
や
か
さ
ん
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㊧生田神社市杵島祭

闘隅園田藩閥阻
瀕
㊧

動
の
書

鶉
雛
鴇
釦
上

薬
葬
叩
シ
ョ
ー

福
引
を
抽
選
会

憩
演

K0BE PR §ONG (財)神戸観光コンベンション協会後援

I Love二つKOBE/あなたと神戸了亙車重亘l

◆お求め・お問い合わせは
1轄農難詰謹嵩

O揮I肇0銃墾みT O78"331 -3820

元タカラジェンヌの皆様を

ゲストに招いてのトーク番組

田園霞岳
毎週日曜PMlO:30-PM「仁00ラジオ関西558にて好評ON-AIR

77

提供/おしゃれは足元から…神戸・三宮ノI機のモソタ0ワ8-391-9283

★〇才から「 〇〇才までの蔓と夢カルチャークラブ開講

2008年6月18日(水)

会費:10タ000円(升ナ一・印ンク付)

ディナー午後6時一菊・楯の問3晴

間 漑午後7時一宮士の間4階楊席

有村よしみ 録棚博士川洩与忘失仝∴∴ KIR人R ^ (巫好的

★5月5日(月・祝)、三宮センター

街「靴のモリタ」こどもの日、お

客様感謝デーです。皆様の
ご来店をお待ちしています。

★5月13日(火)梅田芸術劇場

歌謡フェスティバルin大阪に

出演

★6月11日(水)・12日(木)、

「歌謡フェスティバルin徳島

バスツアー」徳島への一泊旅
行を企画しています。

弁;

天‡

親祭
あ

り

る に

つ
シ
ー

l
っ
さ
い
の
き

集
ふ
芸
能
に

ひ
ツ
ー

う
ら
-

わ
ー
Y
立

入
歌
ひ
踊
れ
や

弁財天芸能祭実行委員会

お問合せ:TEL.078-32 l -385 1

神戸市中央区下山手通1阜1

担当酒井康博

に
来
て
頂
い
て
、
生
田
弁
財
天
芸
能
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
緑
が
テ

ー
マ
で
す
か
ら
、
今
家
族
の
緑
、
地
域

の
緑
が
薄
く
な
っ
て
社
会
が
混
乱
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
弁
天
さ
ん
の
も
と

に
集
っ
て
、
家
族
の
絆
を
思
い
良
縁
を

願
い
芸
能
向
上
を
祈
る
祭
り
を
復
活

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
」

と
話
し
た
。
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連
載

お
も
し
ろ
浮
世
絃
講
座
・
江
戸
人
の
遊
び
心
⑰

醒
園
田

I
′
I
-
\
\

中
右
瑛

78

パ
ロ
デ
ィ
寄
せ
絵

天
加
羅
渡
利

泡
喰
烏

び
っ
く
り
仰
天
、
慌
て
ふ
た
め
く
さ
ま
を
「
泡
を
食
っ
た
」
と

表
現
す
る
。
幕
末
期
の
騒
擾
は
ま
さ
に
そ
う
だ
。

二
百
年
続
い
た
江
戸
幕
府
は
崩
壊
し
、
明
治
新
政
府
樹
立

と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い
激
動
。

世
の
中
は
混
乱
、
貨
幣
価
値
の
変
動
、
財
産
の
不
安
、
金
持

ち
た
ち
は
慌
て
ふ
た
め
き
、
金
目
の
も
の
を
持
っ
て
右
往
左
往

し
た
。

図
の
「
天
加
羅
渡
利

泡
喰
鳥
」
は
、
幕
末
世
情
を
皮
肉
っ

た
パ
ロ
デ
ィ
の
瓦
版
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
無
届
け
の
出
版
品
で

あ
る
た
め
、
出
版
元
の
名
は
な
い
が
、
「
天
貧
助
士
地
面
話
」
と

架
空
の
名
が
署
さ
れ
て
い
る
。

画
面
に
は
、
泡
喰
鳥
と
い
う
大
き
な
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
鳥
は
い
ろ
い
ろ
な
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

小
判
、
穴
の
あ
い
た
小
銭
、
大
福
帳
、
つ
づ
ら
、
た
ん
す
、
船
、

大
八
車
、
風
呂
敷
包
み
、
な
ど
な
ど
財
産
を
現
す
も
の
で
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
る
。
「
寄
せ
絵
」
の
趣
向
で
あ
る
。

下
方
に
は
、
穴
の
あ
い
た
小
銭
が
い
っ
ぱ
い
実
っ
た
粟
(
あ
わ
)

の
穂
も
描
か
れ
て
お
り
、
泡
喰
鳥
は
「
泡
を
食
う
」
と
「
粟
(
の

実
、
す
な
わ
ち
銭
)
を
食
う
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。
銭
に
目

が
く
ら
む
金
持
ち
を
椰
旅
し
た
も
の
だ
。

「
こ
の
泡
喰
鳥
、
百
姓
、
町
人
に
食
ら
い
つ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

悪
業
を
な
す
。
遂
に
は
網
に
か
か
り
て
農
民
に
生
け
捕
ら
れ
た

と
い
う
。
人
慾
の
迷
い
な
り
。
恐
る
べ
し
、
慎
む
べ
し
」
と
添
文

は
、
論
し
て
い
る
。

幕
末
騒
乱
に
慌
て
ふ
た
め
く
金
持
ち
の
言
動
を
、
お
も
し

ろ
可
笑
し
く
耶
輸
し
た
パ
ロ
デ
ィ
。
明
治
元
年
ご
ろ
に
出
版
さ

れ
た
。
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「天加羅渡利 泡喰鳥」天貧坊土地面記

79

書中右瑛(なかう"えい)

抽象画家。

浮世絵・夢二エッセイスト。

1 934年生まれ、神戸市在住。

行動美術展において奨励賞、新人賞、会友常、行動美術賞受賞。

浮世絵内山賞、半とん現代美術賞、兵庫県文化賞、神戸市文化賞など受賞。

現在、行動美術協会会員、国際浮世絵学会常任理事。

善書多数。
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「
瀬
戸
内
海
ク
ル
!
ズ
の
魅
力
」
を
語
る
②

文
・
写
真

上
川
庄
二
郎

瀬戸田町(芸予諸島・生口島)生まれの平山郁夫面白が好んで描かれた亀老山(大島)から見た来島海峡

【
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
の
魅
力
】

そ
れ
で
は
、
前
回
に
続
い
て
、
私
が
「
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
の

魅
力
」
に
つ
い
て
話
し
た
内
容
を
話
し
て
み
よ
う
。

今
、
旅
の
形
態
は
、
高
齢
社
会
と
も
相
侯
っ
て
、
ス
ロ
!
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
と
着
実
に
変
化
し
て
い
る
。
中
で
も
ク
ル
ー
ズ
は
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
む
旅
の
代
表
格
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

リ
バ
ー
ク
ル
ー
ズ
が
大
人
気
。

瀬
戸
内
海
は
、
日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
い
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ

は
ま
っ
た
く
当
た
ら
な
い
。
エ
ー
ゲ
海
は
だ
だ
っ
広
い
海
で
あ
る

の
に
対
し
、
瀬
戸
内
海
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
播

磨
灘
な
ど
灘
が
湖
、
瀬
戸
が
川
の
よ
う
な
も
の
。
こ
の
よ
う
な

感
覚
で
見
て
み
る
と
、
瀬
戸
内
海
は
、
繊
細
で
表
情
豊
か
な
湖

沼
・
河
川
で
構
成
さ
れ
た
世
界
で
も
有
数
の
観
光
資
源
で
あ

り
ク
ル
ー
ズ
適
地
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

次
に
、
美
し
い
水
色
の
瀬
戸
内
海
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
河

川
は
茶
色
。
水
の
色
は
ク
ル
ー
ズ
の
魅
力
の
絶
対
的
な
要
件
。

河
川
や
海
の
色
は
何
と
い
っ
て
も
そ
の
青
が
原
点
で
あ
る
。

第
三
に
、
瀬
戸
内
海
は
、
風
光
明
媚
な
自
然
美
に
加
え
、
人

工
美
の
瀬
戸
三
橋
も
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
古
く
か
ら
水
運
の
発

80

達
し
た
瀬
戸
内
海

は
、
多
種
多
様
な
歴

史
遺
産
が
あ
り
文
化

遺
産
が
あ
り
、
加
え
て

豊
か
な
漁
業
資
源
に

も
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
豊

穣
の
海
で
あ
る
。

島
々
に
は
、
四
季

折
々
に
咲
き
乱
れ
る

花
々
、
み
か
ん
や
レ
モ

甲中田「阜

船能は、竃きんの旅

(ex ;厘久鳥に行くには?誓智幸委ねろ、こい)

旅の形態

(見て、観て、越せられる)主体

po向く行動し、体験する)主体

8eiのり(ゆっくりと瀞謝る)主峰

エれをすべて兼ね備えている脚

船旅船旅

インフォーマル・スーツ姿で講演する筆者
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ン
に
代
表
さ
れ
る
山
の
幸
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

見
て
み
る
と
、
瀬
戸
内
海
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
河
川
に
比
べ
勝
る

と
も
決
し
て
見
劣
り
は
し
な
い
。

第
四
に
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
リ
ヒ
ト
・
ポ
ー
フ
ェ
ン
や

シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
多
く
の
外
国
人
が
瀬
戸
内
海
を
航
海
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
移
り
行
く
風
景
(
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
ー
S
①
q
u
昌
C
e
i
景
)

を
、
最
大
の
賛
辞
を
込
め
て
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。

「
内
海
の
航
行
は
素
敵
で
あ
る
。
景
色
は
絶
え
間
な
く
変
化

し
、
深
く
分
岐
し
た
入
江
や
突
端
や
岬
や
、
無
数
の
島
々
が
現

わ
れ
る
」
(
リ
ヒ
ト
・
ホ
ー
プ
ェ
ン
)

「
(
瀬
戸
内
海
は
、
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
の
湖
よ
り
も
素
晴
ら
し

く
、
こ
れ
ら
の
い
い
と
こ
ろ
を
集
め
て
一
つ
に
し
た
ほ
ど
美
し
い
」

(
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
)

二
〇
〇
八
年
に
9
回
神
戸
に
や
っ
て
く
る
ア
メ
リ
カ
の
客

船
・
S
P
H
R
菖
O
f
 
O
S
曲
A
N
U
S
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
「
目
を

見
張
る
よ
う
に
美
し
い
瀬
戸
内
海
。
歴
史
道
産
が
豊
富
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
ク
ル
ー
ズ
が
楽
し
め
る
内
海
」
と
あ
る
。

こ
ん
な
魅
力
あ
る
瀬
戸
内
海
が
、
明
治
以
降
陸
路
の
発
達

と
と
と
も
に
、
海
上
交
通
が
す
た
れ
何
時
し
か
忘
れ
去
ら
れ
て

い
っ
た
の
は
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

今
一
度
こ
の
瀬
戸
内
海
に
目
を
向
け
て
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ

拠
点
に
で
き
な
い
も
の
か
、
否
、
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

行
く
行
く
は
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の
西
の
拠
点
と
し
て
外
国
人

観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
わ
が
国
の
観
光
拠
点
に
し
た
い
。

【
神
戸
港
は
、
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
の
拠
点
港
】

今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
河
川
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
ひ
し
め
き

あ
っ
て
い
て
、
ク
ル
ー
ズ
の
メ
ッ
カ
に
な
っ
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
も
こ

の
よ
う
に
ク
ル
ー
ズ
船
が
頻
繁
に
行
き
交
う
よ
う
な
海
に
な
っ

て
欲
し
い
。

開
港
一
四
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
神
戸
港
は
、
世
界
屈
指
の
港

で
あ
る
。
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ズ
を
世
界
に
売
り
出
す
た
め
に
、
神

戸
港
は
必
要
不
可
欠
な
世
界
に
向
け
た
日
本
の
玄
関
口
で
あ

る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。

こ
の
神
戸
港
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
瀬
戸
内
海
に
向
け
た
ク

ル
ー
ズ
船
が
発
着
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
ず
神
戸
市
民
が

こ
の
瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
の
だ
が
如
何
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

喜
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
卒
。
神
戸
市
に
入
り
、
消
防
局
長
を
最
後
に
定
年
退

職
。
そ
の
後
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
を

経
て
、
現
在
、
フ
リ
ー
ー
フ
イ
タ
I
。

つつしの楽園(直島)

瀬戸の庭園(三原から芸予諸島を望む)

朝焼けの海(荘内半島・紫雲田山/しうでやま)

瀬戸の夕日影(観音寺市)写真家・高橋毅さんの写真集「瀬戸内の楽園」より(ご本人から掲載許諾いただいた)81
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